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状況判断スキルの運動 基礎的運動スキルの運動（屋外）

姿勢バランスの運動

基礎的運動スキルの運動（室内）

活動の目的

幼児期に獲得すべき基本運動スキルをふんだんに取り入
れた「キッズ体操」を保育園や幼稚園で継続して行うこと
で、運動の基礎固めができ、健やかな成長に繋がっていく。
この活動によって、運動不足や運動経験の少ない子どもた
ちが運動を楽しむことができるようになると、運動が好き
な子どもが増え、運動習慣が定着し、子どもの肥満予防、生
活習慣病の是正にも繋がっていき、保健医療施策の中でも
喫緊の課題が解決される。

活動の内容及び経過

「運動発達を促すキッズ体操」は、発達の専門家である理
学療法士と作業療法士が子どもたちの運動発達を促すため
の土台である基本運動スキル（はう、歩く、またぐ、くぐ
る、走る、投げる等）を育むために開発した。キッズ体操
を保育園や幼稚園の先生と一緒に取り組むことで、子ども
の健やかな成長と運動が好きになることによる運動習慣の
定着を目指して活動を行なった。
2020年４月～８月まで、コロナウイルス感染症による自

粛のため、活動予定であったキッズ体操が開催できなかっ
た。感染予防対策を徹底し、訪問先との調整を図りつつ９
月より保育園や幼稚園へ訪問することができ、キッズ体操
を開催することができた。９月～３月までに８施設32回の
キッズ体操を開催することができた。

活動の成果・効果

キッズ体操の成果と効果
①	園庭で遊んでいるときに遊具からの転落事故や運動中の
転倒が少なくなり、怪我の発生頻度が減少した。

②	活動中の子どもたちの姿勢が良くなった（姿勢を保つこ
とができるようになった）。

③	途中であきらめることなく最後までやりきる力が身につ
いた（活動中、友だちと協力して取り組むことができる
ようになった）。

④	走るのが早くなった、すばしっこさが身についた（基礎
的運動スキルの向上）。

⑤	子どもの運動発達に対して保育士や幼稚園教師が関心を
持ち、取り組むことで子どもたちの運動発達が育ってい
ることを実感することができた。

⑥	保育士や幼稚園教師のスキルアップに繋がった。
⑦	保護者に対して運動の大切さを具体的に説明することが
できるようになった。

今後の課題と問題点

今後の課題として３つ挙げる。
①	キッズ体操を行う前に体力テストを行う計画だったがコ
ロナウイルス感染症によって行うことができず、効果判
定ができなかった。

②	岡山県東備地域の保育園・幼稚園を中心に活動を行って
きたが、もっと私たちの活動を知ってもらうための広報
活動が不足していた。

③	キッズ体操の目的や実践方法等をもっと継続的に学べる
環境（職員研修、ブラッシュアップセミナー等）を作る
ことができなかった。

運動発達を促すキッズ体操を幼児期の子どもに経験してもらう
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